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今第3!El詞査協議会の開催

研究所は6月6日午後3時から同本工業クラブにおい

て都3回調究協議会をIJ削It，京畑所長から36年度調査事

梁経過報告を行なうとともに， 37年度調査課題について

説明．各委員から活発な発言があり，原案どおり承認さ

れた。

。第6図書与会の開催

研究所は6月2215汗．午から司7悶ホテJレにおいて石原，

内藤，西村，蝋山の各巻与出席のもとにa’何回参与会を
附催し，東畑所長から37年度予Jt栄一ーとくに調査研究体

制の拡充一一および節1次海外派泣貝の帰国守，について

報告したのちな見を交換し．た。

。調査研究第3部の新設

研究所は7月1日から従来の前査研究都2部を調査研

究第 2 部〈アジア地域，統計・担当）主調査研究~S3 部〈非

アヲア地域担当）に分け，地域別調査研究体制の盤耐l充

実を図った。この機椛改革I・とより研究所の組織はG部2

需となり．これに伴って次の人事異動が発炎された。

調査研究第 3部長~lf.務取扱川野重任（理事），調．在研

究第3部所J,l 原田義信（調流研究第2部所員），調査研

究鈎3部所f:l.（兼務〉 岸諸夫（調査研究部2部所員〉，

調査研究却3部常任時門委只．大原護施，雌田弘二〈以

上調査研究都2部＇ii？任専門賓員〉。

今監事の任命

当研究所監き1H1.（村申午郎は，昭和37年6月30日で任期

満了となったが， 7月 ll:l付けで通商産業大臣から再任

の発令があった。

。その他の人事異動

6月1日付けで長期成長調ft宝室長に吉岡稔が発令さ

れた。

~川野理事欧米旅行から帰国

川野理事は去る 3月永ーから2カ月余にわたって，アメ

リカおよびイギリスにおけるアジア研究の現状に関する

現地調査のため各国の大学，研究機関を庇訪していたが，

去る 6丹24円視察を終えて的因した。

。昭和37年度アジア地域諸国語研修の実施

研究所では昭和.34年以来インテンシブ・メソードによ

るアジア諸国践の短期~／r~ill.6: Cピルマ語，タイ語，イン，ご
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ネシア語，ヒンディ語，ウルドゥa1t，アラピァ語，中間
語．ぺJレシャ諮の8カ国語〉を開設してきたが，今年度

も7月16日から 9}:110日にかけて下記のとおり研修を行

なう。今回の研修は前WIは1日3同：問，迎5日の割合で

8月末までに？.'1'901時間，後期jは合布教育で1日9時ll司の

割合で101:1問，合計180時間の予定。

研修語学 I 教育武任者（主査）
l. インドネシア語（中級）！京以外大助教佼伊東定処
2. ヒンディ語（初級） I " 土井久弥
3. ウルドゥ語（初級）｜京以外大設｛空 前生礼一
4. 中 国 語（中級）｜ ,, 錨ケ江信光
5. アラピア語（初級） I＊以外大潟附 牧野信也

。海外涼遥員の帰国および出発

先項で述べたとおり昭和34～35年度海外派il1負は造改
帰国しているが， 4月以降現地での伝務を終了L帰国し

た派江tftは次のとおりである。

民··«－~－·－主ーで；－－1 東京若

訟谷賢次良I【 1カ Jレカッタ Is月28日
大西 I昭 iラングーン I7月3日

また昭和137年度海外旅班員多田博一（当研究所職Ll)

は7月10.EI赴任地ラクノー〈インド〉にJi,Jけ出発した。

河派泣艮はラクノ｛大学において2年間， 「インドの経

済開発における中央政府と州政府」について研究する。

。「海外探遺員帰国報告」ゼミナール

34年度海外旅ill員は満2jJ年にわたる現地での任務を

終え，本：＇rf・4月から逐次帰国していたが，この7月.2白

から4日にかけて 3日間，ダイヤモンドホールにおいて

各自の研究テーマにつき次のとおり「帰国報告」ゼミナ

ールを行なった。

「インド£！色村の現状と経節発展.J（即時成長川ti室長谷山

栄彦〉

「インドにおける混合経演の現状」〈向田市l昇〉

rマレーシア提案の問題点」〈訓託研究第2部長井信ー〉
「中国における~機具の生産について」（同尾上悦三）

「エジプトにおける土地改革の諮問朋J（阿中間三益〉

「都市化と経済発展一一ベイル｛ト辛子中心に一一」

(r,1林武）。


